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	郷土資料館だより
	「郷土資料館だより 夏」を発行します。企画展をはじめとする展示情報から、講座や学校での出前授業など資料館活動の一部を紹介します。ぜひご覧ください。
	企画展情報
	特集展示・秋季企画展情報
	「山城が語る戦国高浜」
	「祈りをつむぐ仏たち －高浜の信仰と美術－」

	大学との博学連携事業

	薗部民具館再生プロジェクト
	出前講座

	西の鯖街道を未来につなぐ　
	木簡からわかる青郷の歴史

	講演会情報

	馬居寺馬頭観音坐像御開帳記念講演会
	講　師：片山寛明氏（MIHOミュージアム特任学芸員） 日　時：10月3日（土）／13:30~15:00 場　所：高浜公民館２階多目的ホール 定　員：60名（先着順・予約不要） 参加費：無料
	　今年は、馬居寺に伝わる馬頭観音坐像の御開帳の年にあたります。 郷土資料館ではこれを機に、馬頭観音像の研究で知られる MIHOミュージアム特任学芸員・片山寛明氏 をお招きし、馬頭観音像についてご講演いただく場を設けました。 　本講演を通じて馬頭観音像への理解を深めていただき、貴重な馬頭観音坐像の御開帳をより意義深くお迎えいただければ幸いです。
	学芸員のひとり言
	　令和八年度夏季企画展のテーマは「澤村大学助吉重」です。澤村大学助は高浜から丹後、さらに熊本へと移り、江戸時代まで活躍した武将です。鎧姿の肖像画を残すなど、武士としての矜持を強く持ち続けた人物として知られています。 　今回は、その大学助が登場する史料「武邊咄聞書（ぶへんばなしききがき）」を紹介します。この書物は、江戸時代にまとめられた武士・武将の逸話集で、戦国時代から江戸初期にかけて活躍した諸武将の事績が、断片的な“咄（はなし）”として記録されています。 　その中に、澤村大学助の小牧・長久手の戦いでの活躍が記されています。豊臣方として参戦した大学助の奮戦ぶりを家康が目の当たりにし、大学助が用いていた朱塗りの槍を「持槍」として特別に認め、他の者の使用を禁じたという逸話です。 　大学助は九十一歳で没するまで戦場に立ち続けました。信長・秀吉・家康という天下の三英傑に仕え、後に幕末まで続く家の礎を築いた人物です。その武勇と生きざまは、江戸時代に入っても広く語り継がれていました。 　高浜出身の武将が江戸時代になっても広く民衆の中で親しまれたことは興味深いですね。

	情報提供のお願い
	古いものを探しています！
	ご家庭や倉庫に眠る古い道具・写真・文書などがありましたら、郷土資料館までお知らせください。 「価値があるか分からない」というものでも構いません。町の歴史を未来へつなぐため、皆さまの情報提供をお待ちしています。


	会員募集中
	若狭たかはま古文書会活動中
	毎月第４土曜日に高浜の古文書を読み進める勉強会を開催しています。初心者の方でも参加可能です。どうぞお気軽にご参加ください。
	場所：高浜町役場第１会議室もしくは郷土資料館
	時間：１０時～１１時（毎月第４土曜日）
	参加希望の方は郷土資料館までご連絡ください。
	高浜町郷土資料館（0770-72-5270/takashiryo@town.takahama.lg.jp）




